
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目で分かる 平成 30 年度政策評価結果の概要 

政策の評価 

○ 政策２７項目の評価結果の内訳 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

６ １７ ４ ０ ０ ２７ 

 

政策・施策の目的が Ａ：十分に達成されている  Ｂ：かなり達成されている 

Ｃ：そこそこ達成されている Ｄ：あまり達成されていない 

Ｅ：達成されていない 

主な政策の評価結果等 

 ○ 政策名「産業・商業」（政策番号８） Ｂ→Ａ  

製造業における市内総生産が大きく上昇し，目標を達成しました。また，雇用情勢も堅調に推移

しており，市内の景気は緩やかに拡大しています。こうした景気拡大の効果を市内の隅々まで行き

渡らせるため，引き続き京都の強みを活かした中小企業対策，成長戦略に取り組むとともに，中小

企業においては担い手不足が深刻な課題となっていることから，担い手確保や生産性向上に向け，

実効性のある「働き方改革」の取組を推進してまいります。 

  ○ 政策名「住宅」（政策番号２４） Ｃ→Ｂ  

市営住宅や民間賃貸住宅等を活用した住宅セーフティネットの構築に取り組んでおり，「低所得者

や高齢者などがくらしやすい市営住宅や民間賃貸住宅が十分に確保されている」という市民生活実

感が改善しました。一方で，「身近な地域で空き家が減っている」という市民生活実感が，低評価に

留まっています。引き続き，既存住宅の流通活性化や空き家の改修助成など，総合的な空き家対策

を推進し，市民実感の向上を図ってまいります。        

○ 政策名「文化」（政策番号６） Ａ→Ｂ 

「市民の生活に文化芸術がとけ込んでいる」という市民生活実感が上昇したものの，若い芸術家

の育成を目的とした「京都市芸術文化特別奨励制度」への応募者数が減少したことなどにより，評

価が下がりました。文化庁移転を見据えて，市民が文化芸術に触れる機会を一層増やし，まち全体

の文化力の向上を図ってまいります。 

   ○ 政策名「観光」（政策番号９） Ａ→Ｂ 

２年連続での観光消費額１兆円突破，過去最高の宿泊客となるなど大きな成果を上げました。一

方で，外国人観光客増に伴うマナーの問題，観光客の集中と混雑や違法民泊等の課題も生じており，

「京都は，市民にとって暮らしやすい観光都市である」という市民生活実感が下がっています。引

き続き「市民生活と観光との調和」を最優先に，市民生活と観光の質の向上を図ってまいります。 

  ○ 政策名「子育て支援」（政策番号１３） Ｂ→Ｃ 

保育所等待機児童数について，５年連続でゼロを達成する一方で，一時預かりなど他の制度の充

実に伴うファミリーサポートの登録者数の減少や，児童館の自由来館利用者の減少等により，評価

が下がりました。今後も，市民の多様なニーズに対応するため，サービスを充実するとともに，地

域全体で子どもを共に育む「はぐくみ文化」浸透に向け，一層取組を強化してまいります。 
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施策の評価 

○ 施策１１４項目の評価結果の内訳 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ 計 

３０ ６０ ２２ ２ ０ １１４ 

 

    主な施策の評価結果等 

  ○ 施策名「歩行者と共存可能な自転車利用の促進」（施策番号 2005） Ｃ→Ｂ 

民間活力を活かした駐輪場の整備や放置自転車の撤去の強化などにより，放置台数が減少するな

ど成果が出ており，評価は上がっています。しかし，放置箇所が分散化するとともに，ルール・マ

ナーを守らない自転車利用者も存在しているため，更なる自転車利用環境の整備やルール・マナー

の向上に取り組んでまいります。 

    ○ 施策名「水辺環境の整備」（施策番号 2706） Ｂ→Ａ 

       浸水被害の恐れがある河川の改修が進んでおり，「京都の河川は水がきれいで，水辺に親しみやす

い」という市民生活実感も上昇し，評価が上がりました。しかし，近年全国的に記録的な大雨が発生

していることから，引き続き，河川ごとの特性を踏まえた河川改修等の浸水対策を一層推進してまい

ります。      

〇  施 策 名 「 子 ど も の 健 全 育 成 の た め の 環 境 づ く り ， 放 課 後 の 子 ど も た ち の 居 場 所 づ く り 」 （ 施 策 番 号 1305）   Ｂ → Ｃ 

学童クラブ事業について，７年連続となる待機児童ゼロを達成しましたが，児童館の自由来館利

用児童数が減少したこと等により評価が下がりました。引き続き，放課後の子どもたちの居場所づ

くりを進めるとともに，今年度行う小学生の放課後の過ごし方に関する実態調査等に基づき，更な

る支援施策の充実を推進してまいります。 

    ○ 施策名「魅力ある介護現場の実現」（施策番号 1605） Ａ→Ｃ 

    「京・福祉の研修情報ネット」に登録された研修・講座数（件）の減少により，評価が下がりまし

た。ネットに登録されていない研修や講座もあることから，登録する研修・講座数の充実を図り，福

祉関係従事者や市民の方々に対し福祉に関する知識や技術を広めるとともに，介護職場の魅力向上を

図るため，研修機会の確保に取り組んでまいります。 

    ○ 施策名「課題に直面する青少年の総合的支援の推進」（施策番号 0302） Ｄ→Ｄ 

景気回復に伴い雇用情勢が改善したこと等により，昨年に引き続き，京都若者サポートステーショ

ンへの新規登録者数が減少し，その支援による「就職者数」も減少しました。一方で，支援を受けて

就職した者の定着率はほぼ目標を達成しており，一定の成果を上げています。引き続き，保健福祉セ

ンター等の支援機関や学校との連携強化を図るとともに，支援を必要とする潜在層が相談機関等につ

ながるよう，より一層の周知・啓発を図ってまいります。   

    ○ 施 策 名 「 無 電 柱 化 等 に よ る 魅 力 あ ふ れ る 道 路 空 間 の 創 出 」 （ 施 策 番 号 2204）  Ｃ → Ｄ  

景観に配慮すべき地域での無電柱化事業は，１km 当たり約９億円もの多額の費用を要することな

どから，道路修景整備地区における無電柱化の完了延長が目標に届きませんでした。今後も国に対し

て必要な予算確保や補助率の引き上げなどを働き掛けるとともに，国が検討している低コスト手法の

導入などにより，無電柱化事業の推進を図ってまいります。 

なるほど！ 
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